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笑
っ
て
健
康
に

　
　
な
り
ま
し
ょ
う

み
な
さ
ん
は
一
日
に
何
回
く
ら
い

声
を
出
し
て
笑
っ
て
い
ま
す
か
。
笑
い
に
は
多
く
の
健

康
効
果
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

笑
い
は
免
疫
力
を
高
め
ま
す
。
笑
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

が
ん
細
胞
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
を
や
っ
つ
け
る
働
き
を
も

つ
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞
が
活
性
化
し
ま
す
。
そ
の

働
き
が
活
発
だ
と
、
が
ん
や
感
染
症
に
か
か
り
に
く
く

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

笑
い
は
、
免
疫
力
を
高
め
る
以
外
に
も
、
体
に
さ
ま

ざ
ま
な
よ
い
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

●
脳
の
働
き
を
活
性
化
す
る

●
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る

●
心
肺
機
能
を
高
め
る

●
血
行
を
促
進
す
る

●
ア
レ
ル
ギ
ー
を
改
善
さ
せ
る

●
鎮
痛
効
果
が
あ
る

●
ス
ト
レ
ス
解
消
に
役
立
つ

●
プ
ラ
ス
思
考
に
な
る

病
気
の
予
防
や
改
善
に
役
立
ち
、
お
金
も
か
か
ら
ず

副
作
用
も
な
い
、
い
い
こ
と
尽
く
め
の
笑
い
で
す
が
、

残
念
な
こ
と
に
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
笑
う
回
数
が
減

っ
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

「
病
は
気
か
ら
」
と
昔
か
ら
よ
く
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
気
持
ち
が
沈
ん
で
い
た
り
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て

い
た
り
す
る
よ
う
な
と
き
に
は
病
気
に
な
り
や
す
い
状

態
だ
と
い
え
ま
す
。
笑
う
こ
と
に
よ
っ
て
気
持
ち
を
明

る
く
し
、
プ
ラ
ス
思
考
に
変
換
す
る
こ
と
が
で
き
、
病

気
に
打
ち
克
つ
力
が
で
て
き
ま
す
。

大
い
に
笑
っ
て
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

笑
う
門
に
は
福
だ
け
で
な
く
、
健
康
も
や
っ
て
来
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
結
城
市
医
師
会
）

食
生
活
改
善
推
進
員
を
ご
存
じ
で
す
か
？

食
生
活
改
善
推
進
員
は
「
食
改
さ
ん
」

な
ど
と
呼
ば
れ
、
地
域
の
健
康
づ
く
り

を
行
う
こ
と
か
ら
出
発
し
た
食
生
活
を

改
善
す
る
人
の
こ
と
で
、
「
私
達
の
健

康
は
私
達
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

家
族
、
そ
し
て
お
隣
さ
ん
、
お
向
か
い

さ
ん
へ
と
地
域
ぐ
る
み
で
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
よ
り
よ
い
食
習
慣
づ
く
り
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
結
城
市
食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会
で
は
、
月
に
1

回
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
な
ど
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
自
身
の
健
康
管

理
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

～
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
習
会
～

食
生
活
改
善
推
進
員
を
募
集
し
ま
す

地
域
の
方
、
ま
た
家
族
や
自
身
の
健

康
の
た
め
に
も
食
生
活
改
善
推
進
員
と

し
て
活
躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

～
食
生
活
改
善
推
進
員
に
な
ろ
う
～

場

所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数

20

人

対

象

者

市
内
在
住
の
方
で
、
講
習

会
終
了
後
に
食
生
活
改
善

推
進
員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
が
で
き
る
方

持

参

物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記

用
具
な
ど

申
込
方
法

セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は
電
話

に
て
申
込
み
く
だ
さ
い

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

申
込
期
限

9

月
12

日
（
木
）

［
問
合
先
］
　
市
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
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ハチ駆除サービス＊ネズミ駆除サービス

ダスキン 古河南支店 古河市中田1276-1

害虫の予防・駆除のご相談（見積）は無料です

おうちのお困りごと
ダスキンがスピード解決！

介護保険制度は、国民の共同連帯の考え方に

基づき、被保険者が負担する保険料や公費を財

源とした社会保険で、市区町村が保険者となっ

て運営しています。40歳以上の皆さんが加入

者（被保険者）となって保険料を納め、介護が

必要になったときには、費用の一部を支払って

サービスが利用できるしくみです。

介護保険の財源構成は、50％を公費（国・

県・市）、残りの50％を皆さんの保険料で賄っ

ています。保険料の内訳は、第1号被保険者

（65歳以上の方）が23％、第2号被保険者（40

歳～64歳までの方）が27％の割合で負担して

います。

保険料は、第 1 号被保険者（65 歳以上の方）

と第 2 号被保険者（40 歳～ 64 歳までの方）

では決め方と納め方が異なります。

○第1号被保険者の場合

個人および世帯の所得状況をもとに、市が保

険料を決定し個人に通知します。65歳以上の

方は個人で介護保険料を納めます。

・特別徴収（年金からの天引き）

・普通徴収（納付書または口座振替）

のどちらかの方法で納付しますが、個人で納め

方を選ぶことはできません。

○第2号被保険者の場合

加入している医療保険の算定方式をもとに決

められています。国民健康保険は世帯主、職場

の健康保険では加入者本人が納めます。

詳しくは加入している医療保険に問合せくだ

さい。

介護保険は

高齢者の暮らしを社会みんなで

支え合う制度です

抗
凝
固
薬
と
抜
歯

み
な
さ
ん
や
知
人
の
方
で
、
脳
梗
塞

や
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
、
心
房
細
動
な

ど
の
不
整
脈
が
あ
り
、
抗
血
栓
療
法
（
い

わ
ゆ
る
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
薬
を
服

用
す
る
）
を
受
け
て
い
て
、
歯
科
で
抜
歯

を
す
る
と
き
に
、
血
液
サ
ラ
サ
ラ
薬
を

前
も
っ
て
や
め
た
経
験
の
あ
る
方
が
い
る

か
と
思
い
ま
す
。

近
年
、「
抗
血
栓
薬
（
血
液
サ
ラ
サ
ラ

薬
）
を
服
用
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
抜
歯

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
れ
ば
、

抗
血
栓
薬
服
用
中
で
も
薬
の
量
が
適
度

に
投
与
さ
れ
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な

ど
原
疾
患
が
安
定
し
て
い
る
場
合
は
、
抜

歯
し
て
も
適
切
な
局
所
止
血
さ
え
す
れ

ば
重
篤
な
出
血
に
よ
る
合
併
症
の
危
険

性
が
少
な
い
と
さ
れ
て
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
心
房
細
動
な
ど
で
心
臓

に
生
じ
た
血
栓
が
は
が
れ
て
脳
に
詰
ま
る

よ
う
な
心
原
性
脳
塞
栓
症
や
、
エ
コ
ノ
ミ

ー
症
候
群
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
静
脈
血

栓
塞
栓
症
の
予
防
は
、
抗
凝
固
薬
が
用

い
ら
れ
、
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
、
脳
梗

塞
な
ど
動
脈
血
栓
の
予
防
に
抗
血
小
板

薬
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
ま
た
ワ
ー
フ
ァ
リ

ン
な
ど
に
よ
る
抗
凝
固
療
法
で
は
、
P
T

－

I
N
R
（
血
の
サ
ラ
サ
ラ
度
合
い
を

数
値
化
し
た
も
の
）
が
3

・
0

以
内
で

あ
れ
ば
抜
歯
可
能
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
抜
歯
の
際
は
主
治
医

と
相
談
し
、
自
分
の
判
断
で
抗
血
栓
薬

の
服
用
を
止
め
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　

（
結
城
市
歯
科
医
師
会
）

秋から冬にかけて、気温の低下とともにさまざまな感染

症が流行します。インフルエンザやノロウイルスは冬場がピ

ークの感染症ですが、秋からはRSウイルスが勢力を拡大

してきます。RSウイルスとは、赤ちゃんや子ども、お年寄り

に流行しやすい感染症で、咳、鼻水、発熱などの症状

を引き起こします。

●感染症対策はうがい・手洗い

帰宅したときやご飯の前にしっかり行いましょう。ただ、

手洗いをきちんとしている方が多いと思いますが、どのくら

いの時間をかけているでしょうか。実は、この問いには半

数の方が10秒以下というデータがあります。10秒以下で

は指の間や指先、手のしわなどがしっかり洗えていないこ

とが多くあります。しっかりと洗うには約30秒かけて、指

の間や指先、手のしわなどもしっかり洗いましょう。

（結城市薬剤師会）

この時期から始める感染症対策

親子料理教室の様子郷土料理教室の様子

視察研修会での集合写真

1213

日時・内容

回 実習日時 講習会の内容

1 9月26日

午前9時30分

～

午後1時30分

各木曜日

開講式
バランスのよい献立実習

2 10月31日
食育について
子どもの元気献立実習

3 11月28日
食品衛生について
高齢者献立実習

4 12月12日
健康づくりのための運動講話と実習
肥満予防のための献立実習

5
令和2年
1月30日

閉講式
班別料理実習


